











　This report clarifies background of the collaboration leading to the implementation 
of a community mobile sales initiative between the Social Welfare Council of Izumiotsu 
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Council, needing to address the crisis of weakening neighborhood associations, promoted 
a “rebuilding connections” project. It requested the Citizens’ Co-op to implement mobile 
sales for community residents. The Co-op responded by organizing a mobile service and 
has seen a great degree of success. The service provides many benefits locally and by 
doing so has rebuilt community connections. A result of this collaboration is the creation 
of a mutually favorable public-private relationship between these organizations and local 
residents.
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は，14市町村で移動販売を展開するに至っていた（表 1 ）注 1 ）。大阪いずみ市民生協では，




















開始年 自治体 運行地域 停留所数
2012 河内長野市，千早赤坂村  25  69
2014 太子町，河南町，和泉市，泉佐野市，阪南市  28  66
2016 貝塚市，泉南市，富田林市  22  31
2017 羽曳野市，大阪狭山市，泉大津市，堺市中区  19  27
2018 堺市南区，堺市堺区  13  15
2019 岸和田市   4  16




























































































































大阪府 8,839,469 2,278,324 25.8
泉大津市 75,897 18,005 23.7
河内長野市 106,987 33,289 31.1






































性は必要となる。大阪いずみ市民生協の移動販売は， 1 台の移動販売車が 1 日で 8 箇所程
度の停留所を回り， 1 箇所で平均 7 ～ 8 人程度の購入者がいるように設定されている。
（2）移動販売の停留所の位置にみる泉大津市社協の関わり
　泉大津市社協からの移動販売の要請を受け，大阪いずみ市民生協による移動販売は，
2017年12月に実現している。当初は 5 箇所の停留所を設け（図 4 の⑤～⑨），週 1 回金曜
日に和泉中央店の移動販売車が運行を開始している。その後，泉大津市内の他の地域から
も移動販売を求める声が上がり， 4 箇所の停留所（図 4 の①～④）を増設し，週 1 回水曜
日に大野芝店の移動販売車が運行を開始している。なお，その後，2019年12月に同生協の
5 台目となる移動販売車が貝塚店に導入されたことにより，販売ルートの変更が行われ，





















3 宇多 宇多（Ｓ氏宅前） 楠
4 要池 要池住宅集会所前 穴師























設置者 住宅名 住所 戸数 竣工年
大阪府
泉大津式内住宅 式内町11-13 132 1975年
泉大津要池住宅 要池住宅 1 ～ 9 708 1972年
泉大津助松住宅 助松町 3 丁目11 ～ 12  33 1993年度
泉大津小松住宅 小松町 3 ～ 4 ，12  82 1985年度
泉大津東助松住宅 東助松町 3 丁目 6 ～ 7 144 1988年度
泉大津なぎさ住宅 なぎさ町1-15 270 1997年度
泉大津市
河原町市営住宅 河原町13-1  77 2014年
汐見町市営住宅 汐見町35-2  56 1966年，1967年
虫取市営住宅 楠町西 2  60 1970年，1972年























ぎさ住宅 3 号棟前」の停留所では，10人を超える購入者がいた。移動販売車（写真 1 ，写





























































　（ https://www.city. izumiotsu. lg . jp/kakuka/tosiseisakubu/kentikujyutaku/
tantougyoumu/jutakuseisaku/osirase/shiei/index.html　最終閲覧日：2021年 3 月 6 日）
泉大津市都市政策部建築住宅課「大阪府営住宅」
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